保育唱歌におけるフレーベル主義 ―豊田芙雄の文書を中心に―[平成26年度中間報告] by 東 ゆかり





































































































































































唱歌 豊田芙雄詠 四等伶人辻高節撰譜 平調律旋
六ノ球 拍子十
ムツノタマ イトモテツクリ ソノイロハ オナジカズホド アリトコソシレ
唱歌 豊田芙雄詠 四等伶人奥好義撰譜 平調律旋
赤色 拍子十（明治十四年五月十二日改正の傍ら書き有り）
アマツヒノ カタトルイロノ アカキヲゾ タマノアソビノ ハジメトハスル
唱歌 豊田芙雄詠 四等伶人豊喜秋撰譜 平調律旋
黄色 拍子十（明治十四年五月十二日改正の傍ら書き有り）
ヤマブキノ ハナノイロナル ソノタマハ アカキニツケル キイロナリケリ
唱歌 豊田芙雄詠 四等伶人多久随撰譜 平調律旋
青色 拍子十（明治十四年五月十二日改正の傍ら書き有り）
アオギミル ソノオホゾラノ イロトシモ オナシキモノハ アヲトコソシレ
唱歌 豊田芙雄詠 五等伶人奥好壽撰譜 平調律旋
柑色 拍子十
アカトキト マジフルトキハ カバイロノ ソノウツクシキ イロトナルナリ
唱歌 豊田芙雄詠 四等伶人多忠廉撰譜 平調律旋
緑色 拍子十
キトアヲト マジヘソムレバ トキハナル マツノミドリノ イロハイデニケリ
唱歌 豊田芙雄詠 五等伶人豊時鄰撰譜 平調律旋
紫色 拍子十




唱歌 豊田芙雄詠 五等伶人辻則承撰譜 平調律
元色 拍子十
サマザマノ イロハアレドモ アカトキト アヲコソモトツ イロトイフナレ
唱歌 豊田芙雄詠 五等伶人東儀季長撰譜 平調律旋
間色 拍子十
カズカズニ イロハオホケト コトゴトク ソノモトイロニ ヨルトコソシレ
第一曲目「六の球」の歌詞は豊田の自筆文書⑥と先の芝家文書と同じ歌詞である。また、
「赤色」をのぞく全ての歌詞は豊田の文書⑥と同じ歌詞である。この豊家文書の「赤色」
の歌詞は、豊田の文書③の改の歌詞で、しかも豊田自身が朱色で「のぼる日」と書き替え
て「明治十四年五月本歌朱○ノように定マル」と記した「のぼる日」を用いず、修正前の
「天津日」のままで書写されている。この豊家写本の墨譜には、朱書文字で「〔明治〕十四
年五月十二日改正」と歌詞改正の日付が明記されている。
Ⅳ．考察および今後の課題
豊田芙雄が書いた「六球」の唱歌の6点の文書は、いずれも作成年月日が明記されてい
ないが、③の文書の欄外に「明治十四年五月」の書き込みがある。そして、先の筆者の分
析により、「明治14年5月24日の皇后行啓」の時期にこの「六球」の唱歌の歌詞の書き換
え作業がおこなわれていたことが明らかとなった。
豊田が朱色で「のぼる日」と書き替えた時期が、豊喜秋が書写作業をおこなった後のこ
となのか、あるいは豊喜秋が書写の際に、豊田が修正した「のぼる日」を「天津日」に戻
して書き記したのかのいずれかの可能性が推測されるが、その書き換え作業が何の目的で
おこなわれたのかについて、平成27年度は更に分析を進めていく。
［ 注 ］
1） 保育唱歌の作曲年月は、伶人から式部寮に曲が提出され受理された上申の日を示して
いる。したがって、作曲年月不詳のものは上申されなかった唱歌として数えられている。
2） 東ゆかり2014保育唱歌「六球」の歌詞推敲について－豊田芙雄の自筆文書から－
鎌倉女子大学紀要第21号 31-41．
3） 豊田芙雄の曾孫の高橋清賀子氏は、倉橋が自宅を訪れた際、豊田が本棚から自筆の保
育唱歌の綴りを取り出し上機嫌で唱歌を口ずさみ、その綴りの一つを倉橋に手渡したとい
うエピソードを、豊田の孫で高橋氏の父親にあたる健彦氏から聞いていた。
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